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川知の如 く米齢 上位外hL大の J澄捷兼腰生産的である 尤 も19294r･Jl*Ll癌 tg:下の仰向を

辿ったけれども,1932年とJRとして二相び滞竹の ステサブを柁み ユ93L年には放生売文 134J

芯砲 (内汎 淡粥川iyl,1様舞 16,5COi,EwL体節以外の耗勢煉鞭 ST,6SOl及F7'.色は依類 29.16011

に過 し引続 き増加の勤を示 しておる

米Bgに放てはダイナマイト朋の刑兜が辿かたる名貯戚他に成し-ては円木のhlく失態しく無 く.

鈍鎗方丈はltt淋流rrrnJも曲能呼人史的である

博 はBrl和 lldl･(1936的 り 1分 lレ､- ･†ユルス火熊合杜 (山LtLCLL]帖 Pu.､LlcrCr,)に鵜

するケンビルエ増 (ド.LnlH J').mt,KL･n)).1'I)を比串する練合を相か .､-キュルス火韻書

穀は'Tトラス火難令祉 (▲ltETLSPollllurC･))よメl.に 1O133II,Lトラスト法 (̂mJ-LIT-litl･1･W)の

目視に映って茄純米肘qL;-炎火の火難食Itヂュ7ビン (E J llPul'ttLo_TIc･･LOl･r良 CI…).tり

飴隅無 く令怒祝立 したものであって,上布 ●l机はイpJ九 も本社をウイル ミン〆 トン市 (Wllm川i,-

In,I)ll)に逝きZRねでも米軌 こ於ける三大火難合靴であって,との 3能が米尚火類推をJl耳

ってJj:るのである 経って 3能のタイナマイ ト虫改姓は 火rl･J小兵であるので 何れか 一つのJ

域を兄串すれば来観式ダイナ-･イ トの封池淡を邪知することがILh来る 此時の見掛 こめてもヂ

3･･1'ンの考案娘作に係る排他を多赦使用 してJ.-:るのを見た

米軒に放けるダイナ･Tイ トI1-袖を税出 した牙は退IL一叔叩rLFl本邦人としては l作者以外には無

く,両 も今後も非のiu穀は恐 らくFil椎で･あらうと.甲はれるので此臆にJtの柑婆 を鰯介するCと

としたが,雅単下人約1(瀕の不hi!概 として能率特進が叫けぼるる時多少八･多rjとならば寸言で

ある.

2.見 撃 工 場 の 概 要

ケンtlルこじ甥は拙作TrlのiRl方的 SObllt'ヵチエ-陸1ド火二I臓のr3'南方的 ユ3k･Ilの地肌 こiE

って,非の榊成は款の如 く{･ある.

● Afブシ節7-仙刀【ĥJも七i駄拍手1.uft頼ぷFMKノ､は
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k'川 tEeEJrl兼l侭 ダイナマイIの預血法

rイ*1†ト柘 (各壬暮ダイナー1Iの旬Jn)

～ Nl (;ここ芸蒜 詣 蒜tl.t実れ笠rET′)

# 規 火 事 位 (各4ニトマグI七†-/火■のIl丘)
♯ け + (屯8,の好jE■還.各8lfJtZt惟'&)

】t Il ■ tFTてまJA.tyll.NtJL)

作東汁iEは-本社が砿任す農するので共の横路善 く 耳垢如 上伶よ玉坊にBaL本社dl輔であろ

が共の他rij.場長の耗御世虫をPj:けて仇る コ一等の軒桁はFJl/lot)エーカー (lJ7茶坪),細め

て庚大であって,見難甫nt#hJ亡は郵政が 5,6頑遊嬢 して/.I:n T{..r.増村 也が非常に成人に

も杓はらすJ.n載lまL獅 一に 210awl,両 も土桜FlとHa姓rlは 休R して ダイナマイ ト月穀 700

J乱 作弟比較的厄介た占 い 〆.)七 .)/ l̂'1,型汲用# 7･火典)1黙 ･13砲i･斜放 してIilJ>た Wr

くのAllを也代車を糾すfm W,嫌機の宙m汎 く,欠講郵軌 こ件1Jけ る rElは何れ も91千のみであ

禽3.JAには欺洲大戦tl'払設 した T.∫T製造T.室あるも現収は拙指せ1r,ダイナマイト浪曲

にP･卒な T.ルオール蹄化物はヂ1ボン上り構大して居ろ.

見+曾nl.省長 IJW 瓜LIktNqklモEIら案内の杏 と探 り細めて妃潜在dlt示 して災JLか 見

解に群 し¶:好は熊務的鵬 火瀬林及文鳥軌 こiE王丘を指向 Lfのl土勿論であるが今IuJはダイナマ

イ トの封脈 ､のみにつき柳介することとする

3･ ニ トE)ゲ リ_セ リンの私 達

JFl▲41に'Cは俊邦をEI浪せす.大熊浪速に必要T=J-,硫化租とJ与に.･-リンIr.噂 (r'nr)M ll I

･TIJ･)より供給と受けてJi:-る -トt･〆I)セずゾの製題J:'irif-.Qを以ってEFEみ,分*姓水洗

迄の7-.性tlpl一重にて℡BBlナ 7..

爪化谷本82はPllに'T:す如 く.*邦では鉛製であるが呆Plで

はjN似割 りべサト打合のものである 外L.Iを有せす n執 こjN作動

冷JJlと肝があ り,5倍の耕人口1ウ窄T的 20℃ の7'ウイ/を蛇

甘に供拾するJPになってJE-ら

仏はrくべせことは本邦では 校肘 土釜失投拝を採用 して尽るが

此収では壮柚的凍梓であって,殻T7'･練は常並y,一番奴用硝化掛こFll
ふ引顎た朋供を有 し紳封である.〆y.I:I)ンq)仕込はIn等秋柑El
jtに非やして.ゴム肝を以って柵化静内に′Jl讃｣状に沈Lrせ Lむる

のである･柵化茶の此TKl上一校の如 く安全水紺を設けてあ り,

柵化作男Illは抱へずも!仲基式とELって水を控拝する
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コ03 火 難 仏 や 弛 ポ リ鞍 部 2枚

米地では倍化用混仮I土非掛 こ浸きものを耶ふるを特色とする Ijk'['.鳩では捷較 55%,抑叔

J6% の超無水物とTrLひ,LklGする虚位の成分は枚奴755V.冊較 S96汲水 17%'であると云ふ

ことであった

柵化塩庇 も一般に低 くbl～7lc であって,R拳骨11に放ける作jrtq己轍の 1例を相似 して見

ると攻の叔Lf-である

(イ) iEa艶文 6,700日)～(3,039kg)

(r=) 〆I)セ1)ン 1,652 lhs(7493kg)

叫 ;:;三三: 】';…20:::;‡;49…;:≡;

t/､) ii拙 R,85011)う(1,716kg)

(ェ】 7'ライン (Cl.C-1)過度 -]0-17℃
(たJ 柵化坤N1 31分

上納の記株から--T･tlg'L)七1)ン柑tの制令を計井 Lて見ると涼加〆1)t･1)ンL=射 して231

陪にたるが,〆.)-L･1)ンillll味を7恭fll､した唱令は 236倍であると珊ふ 米附では ダイナマイ 1

11 維瑚什L:&典ふる馬エチレングl)コ-,L,女クー.)-1=.)ソrt:il主人するのを一般とし,従って硝化Tn

虻の低下も# 亡.してItl非る拝である 附化泊dEの低下とiFE殻波並の村大とはエトログ')L･1)ソ

の1IJ牡をrLl上す,-JことがLLI氷る.

柵†との岳末に近づ くや分社促iiLt刑を絡加する JCの娘Nは弗化W漣であって混酸に対 しユ00

m'介の -Lo告,食後にTl_･jムL･2'･)-L･1)ソに況ぜてf別 け るのである

柵化時TLfJはブラインの狙LZe共の他にiJくり逮)やあるもji5常 30分}1玉 1時欄である r･lJ-ql

化郡にて lEl3-.,日4の作X<_を1rって]ぶる 柵化鞍 らばft込物号約封の分洋楓 こ移 し,分拝

した後 401じ前後にて】周の水洗を行って堪る

見解懲E=土構内多少泥押 して拭ったが泥枕にて硝化7実内に出入せ しめられた '1伊太利で

ボン7'1)ニ大背盟池qlをR耕Llた時 も三 ト.,〆リセリンの抑化丁重-｣二h!の位案内を受けた

との卸本耕土一番失思しく米姐ではAとも鍵かである

分■ 水洗按のま い7〆1)セリンは招 (爾噺 こ似た形 にてrl然沈Tに上り別室の丁ルカ1)汰

#最に移される taはJCの内軸をゴム叔削 りにして邦の攻両はノ､- キュルス合社製耐酸白色漁

刑を染和 してあっ九 との由利の成/11を布ねtt=併 ノ､- キ1ルスの7IT胤 r,11で此戊では判 らぬか ら

本紙でuuいて炎九と支ってJil･つたが73Cに/rl案J71才 はとの戦利は酎便批紫大である と捕 して屈

つ1 漣へは唖業の入ることを防 ぐ盛花そ附 Lてあ.?火 頓は内部の桧末年人が容易た食油甫

{-あるそうである

丁ルカリ沈源留にて･1トロ〆1Jt･lJソを,2-3% の丁ルカ')沖縄にて沈潜 した後 赦rq水洗

し,放後に惑J.Tft食味水にてIA淋 し払米作炎とする 比の掛Lri先生水洗減は水 とニ トt=〆1)セ リ

ンとのエてルヂ,/の 4-1a-をFJJJlヒし.水 と= lL7〆リセ リンとの分横を宇Fllならしむるに牧1'(

つものであって,換甘ナJLrで;トt･〆リJL･I)/の放水の13である

軽米作某を岩たこ T.r･〆りヒ.)ンに壬iして漣迫を行はたいと炎にif丸訳垢 も昏乾 したい 本

邦の作文と比欲 して耕 l_い蛙ひである

腰掛 まま トfLylJ七1)ンの牧分好もjJはす,,/)絶｣.句に移遠せ られる 'J)較坊は外i5]控較脱
皿丑関にして内誘引ま紛倍餓花を以って 3段に披Ⅶ してあるとの林であった 前言約 7ItlFAl中拶



糾Llt 村仲YL米川式ダイナてイトの31油状 LO9

朝 coo川日 の71淡であって生戎束をmひてカ滑し,r凱lげ ろ梢俊は祉兼杜管巌冷句僻 にyt'つて

凄郁せしむるとと大佃に於て本邦の婆97と1司-であるが,41駿塙は本邦では刑ル払く式いFIL東

磯 の外筒を)IlひるにLlL,此戊では内輔の煉瓦張 りを5i:金にして外l刷ま秤鮫であるのは泣LVす

べきことと｡ulふ

耽榊にtltつて生成する枯枝酸の沖別姓牡は無 く P..】】川 二l.掛こ遥遠 し'〔人■;る･一般に耐用更軸

などを触り倭はナ捜:Lは銅を巧妙rt破ってJ.1る 例-ば柵俵.鎌叔等もi雌 として慮沸 し錦又

は朝の懲辞を)flふるが如き{･ある･溌激変連のR鞄からや}-･べき非と.甲J;

以上を以って与トLZグL)七1)ソの娯故紙に関する旨己連を抵ることとするが,非常に大村社製

速決と棟JHしてJ.ll.る叛に粥へられたので'Ii故の有責引こ放いて'･.事瓜1L.ら,Ill.場長はこの_l瑚Pil設

以衆エトL･ク●リ七･1)ンの動地にF梢する帆 ))叩故の綻毅は撫いと申して属-1たのには-架せしめ

られた.

4 ダ イナマ イ トの製造

TJL,カIJ沈准損にて梢叔せられニトtVyリヒ1)ンは,断2に'示す様な益先人ゴムタイヤ附ni

妻牧畔上に架脈せ られたる銅製容芥に入れ られて相和 垂JCの他に湖似せ られる

伊野ダイナITイ トY.榊 雀は鞘Eiに見ろ如 く板を以 ってj:朝をした土負を以って幽捜せ らLL,

沈漉鳩からri!和JiT迄は陣悼式の木瓜遜柿が設けられ てあってニトpグ1)七1)/の迷鞭に圭J7JL

哉雌tlrIの鬼堆敬生の放掛 こrcしてrztる

ダイナマイ トに使用す

る純銀は位喋せ サBLに娩

新 し水分 ユ05h'附並 と胤

はれる損策 を使ってJi･

争 又*邦のblくさい'

〆リセリンの1i(jf1711作文

は冷然11はす,正亡く◆*JfEr

有lに掛るのである.

Y.18l鞭の形式は栄樹溺

f7の ものであって断 3に

示す如 くRさ的 llln.灘

銅製 排世式滞鋳型であ

l八LL▲JurlJPr:上しy Jaゴ ▲トu9',セリン成せ引こ外J亨を和 LJm iI七

gE Ga1 yイナ-イLL'畑e+温するととが州Aミる 拙梓鯉kiEにrxfJの方向に同 相するコ機軸

スク1)り式である 舵勧A トI,ダ リ七1)ンと,代脈二柵鵜 トルメールを入れ,加ra L拙11し/lJ

ら娘机を路JJJlしこれを終解せしめる 次に碑鹸In逮 (31､懐では柵慌加地は使はたL̂1,枚 雅邦 の他

の戚/jtをTg新顔の 血上に設けたZai通津

を通 じ告也に謙過 し乍 らTJ和棟内に添加する ‡L(つて兼併の.'LHE上るのはェ トtzタ̀I

)-t=LJン仕込後任か =弟分脚である稚fllが経ると妹の本位を横向けにして弟妹を取掛 こ移し収集屯に

巡枢する 1同のLL:仏土はiIJ7UOkgで,見解斤目
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ダイナマイトl戎分に用ふるこ珊鵜 トルオールは本二11品rcては内炎せす,デュポンより畔入し

て居るとの都であった 又g'ィナ11イトの成分に雄武女川ひて居るのも特色であるとjEIにダイ

ナマイトP(の較比丑旺下の目的を以って,(カス,辞姐皮等の耕末をiLt大して周る 駁比gL低下

性感藤搬故紙ノJを棉加せんがが塙である 破)'句をg'ィナLTイT-成分にする時敬qELこ際し有ぷ瓦

斯がnrなLPか上州いたら,碓jI(は破使徒にたるか ら共の心配は無vlとのコJiであった

工作者も山郡上 l)難折合湿って見たが勿論本邦{･紬 する経た解感は細られたかつたが,それ

でもLU)茄はあrJ俳になってJi:-つた 3(廿用上とitで良いととは米閑に放ける多年の捉絵が何

よりの忍明である

夷に葦餅のJ水盛であるが, これは2韓対の鐘楼を使って軒った 梢着兆雄株日払Iとの恭能率

の線描であって弟妹を叔管に押込むのに,一方はスクリJlH叩.lu式他はビス FンJll.Elは である

前牙の能 ノ)2人の作選手にて 1ElS矧IT!分脈 こて択Wの大小に1少三菱J■冬あるも大稚 6塩,

後者は 11人のLl弗-1=-にて 1 IllS塩である 上鞍の機械の順延は非rdfTl'に搬経であって一見の

税額では判成/-Fc如することが.Lri兆す,此血に耶細を紀池することの山木ないのをR/Li-とする

稲毛ダイナ｢･イトはエヂラ/ナーを映ってJG分のiLifrlをして居った外 遊盤此ILgl郎紅梅は水

炎であって,'梅の外卿 こは庶Trj'ム音数付けてあった 妖幹への頒舞妓 とIL亦 u鰍式の P.']L

式頻発板と柄するものをflJひ,作恭平 24lLにて 1rr8時朋か鰍 こて 18塩とJR集すること

が出来る この練絹は換 り明瞭で･はよいが聞 lに且らるる血 りであら

爪安ダイナマイトJa分の 1例を肥j垂すると次の曲 りである

与 T･t一〆 リセ リ/ 】0%,

机 三だ 17′

杓放てク'ネシ.A/ム ユ5Y

珊 熊 W i玉 ユ2'

ノト 幼 16'

朽'k性梯兼に対 してlま舞色のパラフィンTTfをする 太れには重

奏屯を放けるもの又は薬包口部のみii.Ltけるも■のとがある これを

実施するにはZRせ仲の中に弗也を入れ,蓋として雛也i:抑-枠 ぐ

るみ鮮血せる/:ラマイ/浴の rF.lこ沈ートせLtIるのである･PH で

は枠のE7日こ兼也を入れてる状況が判る 晩連の如 く米的ではダイ

ナマイ トの慣比茶を耽JFするのに'J,･こしてJE･ク,冊iL:系i雌 で蛙

熊



戟H 也1花Jや瀬川式ダイナマイIの3!延法 Hl

釈管の叔也はIいす進も免(自働練接であって2組の形式を見た aEの-･は大型であって大磯

朝 を中央に鰍 こ牛赦しノE右伺碑に息門下を兜作するもの,他は択 汀 1本'W L較約に製作するもの

である 概して成生を利JTlして切師虹技の崩 を間作に雀きつけ,統肝磯部の折畳み及駅間の棟

出 こ性舶仲益束を川ひる

火L*柿も日射 してJi:る 捌閉上TWrこ仙骨する規定71度の校を木材合鼓よりEひ,l満帆 u刷

作菜から細めてh.iiる 尤づr宛紙をrP刷後足方形鮫の納榊軌 こ練雌にて多薮の小浦jrrつけ,4I'(

の坂を銀紙的rE四方上り同時に迦びて他楢の111央部にて指を組立てる Epち祐7)凶PMの組合は

一切釘をJfJひす,析謂蛾範である 床板及上部転の取付は人JJIこて蛍;汀被覆を釘を打付けるの

である

5.推 件

無か!火薬的と1‡飴輔は､作者の政も))を入れた見掛 1穿てあるが山1妃漣の外今LtiJはjtの紳介

比血める

無地火裸体では抽頻を乾犠せずに三トL=g'1)七1)ン入火車と斜也すること臣事)ちLA jtエい,y

I)七t)ン入火顎の淑i2Lに軌き有益なる珠刑を柑大と共Fこ,経年催促悼1-が睦不 L准岨申出も庶

秀なりと網せられる凹やせる血脈敬小判鑑火難 (捜用頻)の灘也を釈みて成功し泡かつ/Lと耶1

いてJ.iったが,邦の叙法を見る横合を糾たのは佃よ1)であった

冗句!,､-I-ユルス火頚食紅は LIl火研究所を本社所a地たるr)イルミ/ク'トン市に也を,火鞭

其の他一般化qLJ一茂には鮎する基礎研究を'E施 して居るのであるが,誠礎的以外の火*研究は本

JL甥の官位的こ於て甘施して依りIiT額掛こ於ける弾道研究施設のfL.'傭せるに比鞘かされ九

億｣j台の抑揚ur及敢宅は1-喝地帯と分渡せられ 塀 も無いので出入はEl由である l.榔 也滞

はねを陶らさLLT.Jか也帯に入る前にl･7チ枕行の有無,靴拭釦井出の有無及紫典の如何に欺き

槍壷を受ける AJ21いレ-ズな米組として1よこの卦詫た張筋であるが.1度び構柑 こ入るとZ-I.qf

の.Lll.人は玉つ.Cj:(大でニトロ〆l)セリ/の刷 と套さえ+_足でr:=Zlに出入fj搾 る 牡 r境内抑桝

娘大人uの鋭jif吐稚掛て述守せられ,火-#劫の巡職者戊純然新LVはユ_'if<内の人Eiを細めたる上

に非らざれば入14F_することが山裾ない

外匪｢Eは火難コ:堪従丑且の携行Ihrlの桧蓑は-.脚 こ八怒しく,水牛 1月 17El捜鎖した英困

のり*ルサム7'べ一火車製造JWでli,蚊ite-原島等glに桧iEを4luL3Jj上旬7,11携行の総長r1

3孝lに対し各人 3琢 (邦畔的 15mu の仰】金に臆したとのことである

頼外のJ湖郎排餅では女のタイピス トや於fL-も居るが｣堪他作内では一切女はrTtrTiい 自似

機械を班JTJするので北部荒ft都であり,jL一方/を蔽作我にA
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米的JCg'ィナTイトの魁姐TJ比拳した'陳 即 ち4'放射 とQ>]W に映る也能瀬Q)敬恥 こ只芦

吠ナるの外は兼かったのである 火兼盟蛤に従辞してJEる読者bt拝栗はFl己rjbの従弟巳穀と生

産比 丘を水1.梢のノこれと比按して.機分でも人nhZI約の71発を#Jtgするのも無益では宅から

う そしてIRA=の米絢の断 は知らねが ▲樹 の滞米中It削ま_1_曜nとも什漉 して依ったこと

と,/小型J･ト.･グリセリン人無地火熊の毅地はタイプ｢イトに比し6倍村政人目･1-･多く姿する

ことを金川に入JLて比較 して月 U･妊いとRr.メ

l‡券は米印Jtg'ィナてイトの封也技術の大変を此収IZ.郁介しJLけれども,血ちIIJ･邦にこIl.

を喋入せよとは申さない モルは束糸状刑の丑ユ]･.けちの旭桧芹rを垂することがS々あると臥}Lか

らである 久 ･方米国式ダイナマイトのSLiZEは無煮なりとしてこれをJJl畷ナる新で/t,血し･ そ

れは米的が硯nの公法方丈を株川して7..I.るとは印せ,これが岱特別他用に比し林故が多いと云

ふ耶ぜi･漁見LMないし,世外攻入の大熊｣.噂たる濁色 1＼一1US～:のJ-/インスドル7火集｣省

き見やし1.:略など 7一堂或は出征tT(の坊瓜皮斑に穀かされたからである †.■･T火的lま妊連の如く

逝能やi'廿押して戎疎開哉及文化姐炎のJJii勤))たる大熊を肢仙 こ供於 したjLばこそ､今ロの如

く邦の蕗Rは地少し,女Lと任地放したものと甥恭す ることがBi凍るからである かかる見解を

下す昨今一･忍び佃刑 にqE車付出の岱適地LLh-卓希望を和し,下着の管一軒~｢る77(JIJ火策方面二は

榊か救ノJを滋 してrjる心耳であ,-J

小ナ超 も無 く火灘娯速は危絵fうlRなるが蚊に休k-上院首皿 こ取締 らぬばr.:らぬ rlTL今FIのJ･i

柵に於ては火炎勲軌 こ1J'JS.都肱を絶対に無くすることは不可骨Eである 'rr々 U:外に起る人類-1〔
故を考然 してJLると積ね大r"i,7､兆の制令である 炎九で冊 は畢確的叶妹t加-て-1i故を無く

するtJI紬的攻防と.初めから｢火兼とl上火を出すらdたり｣との鮎 を鈍く認め 火が出ても辿

に約 LjL.め鼓廿を叔小阻産に喰ひ6.1める如 く牲世の配列 仲野火難丑及人Liの制m.渦火設備

及びil1-描耶l排掛 こ窓を用ひて依るが,今f[ででは畔ろ按新の滑纏的懐防に禿Zhを牡いてrEるの

である 戎る人は危寄穐防にr朴T-ら.T#脱穀を準用約に淀め上と云ふ -･腰,Eもな放てはあるが

灸部が全休qL叩的に定めることはィ､叫憶であってIIX杜iA-内外の碓帆を奇相Llは舛上の軽駿を

赴礎にBk恥で起めねLfならぬ'如く多いわである 討ちれも危態の敬坐は抵触 こしかい iFL毎 週 At

の方針を捕れば危答の敬生は杓んど防止_し柑るてあらっが.逆rC榊臨池水のJJ針を探れば ｢山

る打た打たLLる 如 く,危'#の敬牝の3,くなるのは懲昨てある 二相 は勿冶危称の蓉Lh旺空士

ざるも,庇.鞍Q)現生を怒るる以 Lにf･q芯のiuArを怒るる者である 櫓TTすれば31IL,の危香Pi垂

tlLでL的父の綜合域1)が過はする限 り地政t'7紬の方針を凍るべきものと-Gへる

棚 k於てはLC棚火尭i-卦 こ封する保'#上の取締はTJl粉'H皆伐J.,'Jの杓佳1る虎であって,Ll

進火稚監寸tllrはF鰯~Z'行政にi臼与り外して屈･つたとutlいて居る そして 一･部訟Rの為する折に節れ

ば･空けklpM飴 クにも偏枚なる柵 苛の下に搬安触緒 を以って唯一無N_の横Jfとな1.,本邦火

頻 i:辛の自作的敬奴をIFLLt=してれ柚に⊥梢の漣丑をZg･めす,又新なる弟Mの私用を許さす,史

に火R.堺Crが机珊妹はして決淀せる火熊耕取締法施行細則改正策の過越を 一風 もせ1･垣 ♭7托

1･ 軸力▲卜硬y･.JI臓 の名倉冷せる火 雅は版 に好機 せしむることが出架九かったと声ふととであ

る かかるととは何等かの部.LhlEであって到底(押野の(,Tじ紺たいことではあるが,郡JJIJこ-もせ上

米の懸'.LT:あ))とすれば誠rL退鰭に堪-ない
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淡の鎚狩に借り出の次を7rJ''CWLに失態しいことを云ふことだけ11:ら,jt-のfi一叫rj:I身経 てALく

何 も一班の人物 を配する必AIが無い t*安及び商工行jmL.川〔軒はglくせ外のfH勢をEIJlにし.戟

術の地少に娼懸する如 く改姓の改ll_立郎み,EI進の斡ガ杖術を軌 11して拙作の改単を促L.gT

jt'をilJ!鞄 して能率の伸也及び斬火銀邪 しくはft用媒襲採用の手段を探 らしめ.以って火頗｣J7C
のj上的卓と計り的謀の敏速を期せLlばならない 特に姉岩下飛付の不hiをヂlrJ.i逆に(k盛の城允

を輿する時IC於て,JCの然るを感するのである 如何に漣滋のi･と蝶も人相一人の能力は槻め

て救JJたものてある畔を忍曲 し,腰すればブレーン, ト1-/ス tとして有能の大熊妊裾者を朝rHJ

にするの ち上からうし,或は火稚協食えは火兵畢合の如 きを利JrlL各梯懸案を揃叩するのも保

或及び鮪｣行政を血称 こ/iiふ下段と考- ち

米的kは火難兜也老松合 (l‖Bl,川LUOH r.,ke,SいrExJ'[0叫 eS) と云ふのがあって各人発軒

並合能が生花上にLt.弼して推梓牧と熊山し,火葵lこ的するiLL'Gの棉jiB-1〔の他端益なる≠亀を常

んて宿る 久取締法枕の如 き各州gi恋に作って居るのであるが.之等を起業する磁合火兼災曲

者ty.合にeltLと性合は)Cの案文を作る 火集野蛮者佐倉nらも,A.改JE案を作I々LでEAkJ"'Jに巡jき

しJEg)改正をdlってJ.iる *邦にも火炎飽食が出水たのであるか ら政Rt創 ▲Alも頼 プJこの錬桝 を

利Jl]する叫が笥皇しい Tた佃群も約･叫lも有1)な研究嫌Bilを持って切るのであるからして,之市

に終bi(llり糊のrL/[味をytWするのも即.1みなことだと甘ってIi:る

本州の火雅~】J瀬は兎料 ●･.デモであったのを相 称こ移植 したrW休から,lplれかとぷへばL州l川を

小批扱ひ忙し,監好もBIWLに3taを●る紙があるのであるか らして,改笹の故地多 称々するのは′占(.

UTて3'/る ′

朝って州批t.窯は袋蝦地米者糊を取然して 見ると.10叩･l馴⊂梗べて生起は In倍Hi.く追｣

ltL才皆か何の苑苛の辻的史IL省外 したととは讃 しく,樹謀の岱淡に盟爪の誘 りに甥つTEい 火串

は仙知のblく戊祁腔記述 し迦 L/LJ卦 こ娼するのでilI堺的改良は芥ILに望めす,11の仲良を

′耗LAることは,Jq一軒-))を以て新RL的解の 1尺の飛躍をコゴミむる上りも耕,llではあるが,それに

L'tも考je々 技術才は常rz:qf双 をならす,-)tの技術を世外方と茄に鮭梓せねばならない 搬米の火

難甘能はIIL八 も立派な研究所を川ち1研究改着YC労力して居るのであるが我が姐の紺況を比る

上申か火C'上告J乗じはない

rl本の化解｣二乗は明暗推所以和書くスタートを切った ものではある75.I,比較的Llく管逃 し人

銭の如く,戌はt･̂,ロイドの如 く1牡丹を制動したもの もある 照るに1一業槌ち掛上米恥 k秤の性

に 10分の 1に過ぎす,淋外-も格に敬騒せず,こんな刀tで浦足す一亡きもので あらうか セ

ル L･イドは大正 l年ig日本は稔入閣であったが,昭和 SdF･以頚椎 外節-のiL漉 軒に向上 し,

仰f(112年には世外政産の ･u%'女史祷ち,鱗内生産の掛 17恥は 伶出 して 2.丁ooUmtLの外

甥を雌糾し,Iqr打の竹池に芳臆 するVrが多大であった 斯 くの如 き出船 と大 F]ネ:rL･ルt-イドfl

rtの労ノJに付す ることが多 く,lnJ牡は如何に描かつても配備i･8分に制限 し糎ノ)研究に努ノJL

ahl.11のtlLl化を;Eる上-3I.･に,rL花 フィルムの国産ftに成功 LてI.トト£;涙 フィルム食紅k･出て,引

摸 せQf兜に労ブ)して新外科節の閑軌 こ逆進 して居るのである 最近は昨JJ覇や 一̂輪JF17)入T･椎に

等分 して川る帆 ,1聯 寂と訓はす技術者 とmはず一致性))この難はお灸恥 こ懸命の弊ノほ 痩けて

lil.るIR抑 土井に秋 もしく,火稚T:掛Z:終琳する者はR:那-大日*セル.,イド令Itの敬lj色Biとqf死

胎Lh:とを伯附 し他LJJの前 として】ltひ腔いと僧I

fIITltllルヒ稚骨相土_qJ17I妄】Lktlt下の Ernqを以って 多JtJ搾懲i17T雌すべきであると巧へる 珊迫
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lVASTヒのライ/ス ドルワニL増では伺-捕内にてt･ルT]イドを製作 して戊 り,又伊人刷のボ

ン-/ リl火炎斜j丑伊でも欠蛸 り同 体Flで絞化アル ミニTJ/ふ.-t･メ/ト及肥Illを曲ってJ.泊る

削生,【J■のILd収Jtの他,Icがj;･の節約利JTJに41利 なことが多いか らである

之をZRtするにn水は只今鶴9リ1木の琳態に際合し,新1)i立地課の塵史的-1i瀧を･3んで填る

日本の大fll如ま1n外的に有名ではあるがこの輔邦は望洋なる閲崇の榊9.Ll勺.収榔 勺雌礎の上に

立って初めて故郷し柑ることを何人も了解 し,今E]碓技術Ⅶ閑の叫ばルが 拝は退)でに於で共の

例をRたい 我々も拘束の Elたる以1-.琳態を正 しく忍議 L,神文Jこ ･負性j)して竣払奉公,

公益tiA=の立兼を探 り本邦火兼T.濃の -大飛和と期せねばならylと(言する :剛tがILl本6ri姓氏

のyt的lこ上って雌能串米飼犬〆イナ-:イトの浪速故を糾介 した所以は本邦火帯は術者rEflL多

少｣I.gf光政中の倣地あること&･示唆せんと巧へたか ら{･ある .'lt栽兼よりJ.洩順 方面には迂

瀦経世も,qLJIJ火策 と'zJ茸火葉 との㈹Kは)I.庖rF.も多々あるべきをBLて,終#l土7r:悠J..)の認許

ある範洲に於て歩糊 料は出水るJt'け多くIR'Jtする心ALであるが,遜比タ+あるべきR群に対
し1.にして.'1幣の批判と赴正とS･柑れば何1砂と一世,1.I)こ姉である (縫 l




